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論文内容要旨
 肩腱板断裂の主な病因が腱骨付着部の変性であるならば,変性の進行に伴って腱骨付着部の力
 学的強度が低下すると考えられる。本研究では臨床的に腱板断裂が最も高頻度に見られる練上筋
 腱を対象とし,腱骨付着部における変性の程度と力学的強度の関係を明らかにすることを目的と
 した。
 また臨床的に腰骨付着部における変性の程度を予測するために,sulcus(上腕骨頭関節軟骨と
 棘上筋腱関節の間隙)の幅が指標として有用であるかを検討した。
 【対象と方法〕
 33新鮮凍結屍体肩標本(平均年齢62歳)を用い,棟上筋腱の中央に幅10mmの腱のstripを
 作成した。このstripの両側でsulcusの幅を測定した。次いで外転45度で破断に至るまで引っ
 張り試験を行い,ul七im航etensilestressを測定した。その後,腱のstripについては連続切片
 を作成して破断部位と破断様式を組織学的に評価した。また,stripの前後に接した割面の組織
 標本を作成し,骨付着部における組織学的変性の程度を評価した。腱線維の萎縮,肉芽組織微
 小断裂をそれぞれスコア化し,合計のスコアを骨付着部の変性の程度を表す指標として用いた
 (変性スコア)。
 破断部位と変性スコア,ultimate七ensilestressと変性スコアの関係について検討した。さら
 にsulCUSの幅と変性スコア間の相関関係の有無について検討した。
 【結果】
 引っ張り試験では21肩は骨付着部(1-group)で,10肩は腱実質(M-group)で破断を起こし
 ていた。2群における変性スコアを比較すると,1-groupの方がM-groupより有意に高かった
 (p=0.OO26)。すなわち骨付着部における変性が高度な標本程,この部分の破断を起こしやすく
 なっていた。
 1-groupのみに注目すると,変性スコアとultimatetensilestressは負の相関関係を示した
 (r=一〇.60,p=0.013)。組織学的には微小断裂の拡大が90%の標本に,肉芽組織でのavulsめn
 が50%の標本に見られ,これらによって骨付着部の破断に至ったものと考えられた。
 さらにsulcusの幅と変性スコアは,正の相関関係を示していた(r=0.63,pニ0.0006)。
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 【考察】
 本研究の結果から,高度な骨付着部の変性はこの部分での破断を引き起こすこと,変性の進行
 に伴い骨付着部の力学的強度は低下する傾向にあることが確認された。すなわち変性は腱板断裂
 の重要な病因であることが示唆された。
 組織学的観察から腱線維の微小断裂はstressriserとして働き,腱組織の力学的弱点になって
 いると考えられた。また肉芽組織でのavulsionが一定頻度で見られた。この部分では骨付着部
 が破壊されており,引っ張りストレスに対して容易に破断を起こすものと考えられた。腱線維の
 萎縮については明らかな破断様式との関連は見られなかったが,破断を起こした部分の腱線維は
 多くの場合萎縮を示していた。萎縮に陥った腱線維は力学的強度が低下していることが想像され
 た。
 さらにSUICUSの幅と変性スコアの間に相関関係が見られた。SUICUSの幅は腱の関節西側の状
 態を反映する値である。一方,頼上筋腱の変性は滑液包面側より関節西側にはるかに高頻度に見
 られることが知られている(Codman1934)。したがって両者の間に相関関係が存在しているも
 のと思われた。本研究の結果から,関節鏡などによりsulcusの幅を計測すれば,骨付着部の変
 性程度と力学的強度をある程度予測できると考えられた。
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 審査結果の要旨
 整形外科において肩関節疾患の研究は脊椎や股・膝関節疾患の研究と比べて大きく遅れをとっ
 てきた。昨今,生活の質が問われるようになり,上腕骨骨頭と肩峰の間にあって上腕の外転に重
 要な働きをなしている腱板が中年以降の肩の痛みの原因として重視されるようになっている。腱
 板断裂の主な病因は腱骨付着部の加齢に伴う変性とされている。とすれば,変性の進行に伴って
 腰骨付着部の力学的強度が低下すると考えられる。
 筆者はそこで,臨床的に腱板断裂が最も高頻度に見られる棘上筋腱を対象とし,腱骨付着部に
 おける変性の程度と力学的強度の関係を明らかにすることを目的として,本研究を行った。また
 臨床的に腱骨付着部における変性の程度を予測するために,sulcus(上腕骨頭関節軟骨と棘上筋
 腱関節面の間隙)の幅が指標として有用であるかを検討した。
 33新鮮屍体肩標本(平均62歳)を用い,棘上筋腱の中央に幅10mmの腱のstripを作成した。
 このstripの両側でsulcusの幅を測定した。次いで外転45度で破断に至るまで引っ張り試験を
 行い,ultimatetensilestressを測定した。その後,腱のstripの連続切片を作成して破断部位
 と破断様式を組織学的に評価した。s七ripの前後に接した割面の組織標本を作成し,骨付着部に
 おける組織学的変性の程度を評価した。腱繊維の萎縮,肉芽組織,微小断裂をそれぞれスコア化
 し,合計のスコアを骨付着部の変性の程度を表す指標として用いた。
 その結果,次の所見が得られた。1)引っ張り試験で,骨付着部における変性が高度な標本ほ
 どその部分で破断しやすい。2)変性の進行とultimatetensilestressに負の相関関係があった。
 3)sulCUSの幅と変性の進行に,正の相関関係があった。
 以上,本研究で,高度な骨付着部の変性がその部分での破断を引き起こすことが確認された。
 すなわち変性は腱板断裂の重要な病因であることが明らかになった。また,関節鏡などにより
 suiCUSの幅を計測すれば,骨付着部の変性程度と力学的強度をある程度予測できることが示唆
 された。本研究は肩腱板断裂の病態解明を大きく進めたものであり,学位授与に十分値すると考
 えられる。
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